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い方法である o 本研究では，超高感度低パックグランド検出器 ELEGANT V を用い l∞Mo の二重ベータ崩壊について
研究した。 l∞Mo はQ値が Qßß=3.03MeV と大きく， Phase space factor が大きくなるので，他の核と比べて観測に
対して有利である o
2) ELEGANT V はベータ線の軌跡を検出するドリフトチェンパー，ベータ線のエネルギーと時間を検出するプ
ラスティックシンチレーター， X線や 7 線を検出する NaI シンチレーターからなっている。従って，真の二重ベー
タ崩壊から二本のベータ線の軌跡とエネルギーを検出することができる o またX線や γ 線を検出することによってパッ
クグラウンドを削除することができる。 ELEGANT V は中央のl∞Mo 資料部分にドリフトチェンパーを挿入すること
によって，パックグラウンド源を減少させた。また， l∞Mo 資料を179 グラムと増料させた。これらによって二重ベー
タ崩壊に対する検出感度を向上させた。





気う2Cくmρ) > 5.2 x 10ち， 引う2C(え)) > 3.9x10 22y, ~ムC(η)) >5.1x10ち.
これらの結果はl∞Moに対して最も厳しい制限値を与える。これらの結果はニュートリノ質量と右巻き相互作用のそ
れぞれの項に対して，
(mν) < 2.2eV, くえ )<3.7x10- 6， (η) < 2.5X 10-8, 
を導く。ニュートリノとマジョロンが結合し二重ベータ崩壊に寄与するモードでは
~1:B > 5.4 x 102¥ 
が得られた。これは結合定数に対して，
I (gB) I < 7.3x 10-5, 
を導く。また， s us y粒子を交換することによって二重ベータ崩壊に寄与するモードやニュートリノが composite
-55-
であると仮定して励起したニュートリノが二重ベータ崩壊に寄与するモードについても考察し，
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β に対して mν 項: T~ガ >5.2X 1022年， え項 :Tfガ >3.9x 1022年， り項 :Tf芳 >5 .1x 1022年と世界でも最も厳しい
制限値を与えた。また一つのマジョロンが放出されるモードに対して TJガIB>5.4 x 1021 という制限値を与えた。
これらの結果から，各物理量に対して次の制限を与えた o mν< 2.2eV, 0.) < 3.7 x 10 -6, (え〉く 2.5X 10-8, 
-4 f ma Vf mn ¥1/2 〈gB〉 <7.3 × 10-1r111<6.9 × 10(--Lー r( 1 ^ ~'~ TT f -, ml/' > 1.8 x 10 4TeV。111 - _._ --
¥ 100GeV ノ\ 100GeV / 
これらの結果は，素粒子・原子核の研究を大きく進歩させるもので，本論文は博士(理学)の学位論文として十分
価値あるものと認めるo
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